
菊陽町光の森町民センター託児事業実施要綱

 （目的）

第１条 この事業は、菊陽町光の森町民センター（以下「町民センター」とい

う。）内の地域センター及び体育館を利用して学習活動等を行う幼児を抱えた

利用者を支援するため、子どもの一時預かり（以下「託児」という。）を実施

し、学習機会の場を確保することを目的とする。

 （実施主体）

第２条 この事業の実施主体は、菊陽町とする。ただし、町長は、事業の実施

に適した社会福祉法人等に委託することができる。

（対象者）

第３条 この託児の対象となる者は、児童福祉法第４条第１項第２号で規定す

る児童とし、地域センター及び体育館を学習活動等の目的に利用する菊陽町

在住者の満１歳３月から小学校入学前の子ども（未就園児に限る。）とする。

 （利用定員）

第４条 利用定員は、５人とする。ただし、託児を利用する児童の年齢、身体

状況等を勘案し、利用日の定員を変更することができるものとする。

 （利用料）

第５条 利用料は、菊陽町町民センター設置条例（昭和５９年菊陽町条例第２

９号）別表第５に定める額とする。

 （実施施設）

第６条 事業の実施施設は、光の森子育て支援センター（以下「子育て支援セ

ンター」という。）とする。

（実施日時）

第７条 託児実施日時は、月曜日から金曜日までの午前９時から正午まで及び

午後１時から午後５時までとする。ただし、町主催事業、工事・保守点検等

により子育て支援センターが使用できない場合には、託児事業は実施しない

ものとする。

 （利用登録及び予約申込）

第８条 託児を利用する者（以下「利用者」という。）は、原則として利用予定

日の属する月の１月前の月の初日から３日前までに託児登録書（別記様式第

１号）に子ども医療費受給者証（菊陽町子ども医療費助成に関する条例（平

成４年菊陽町条例第１８号）の規定に基づき交付されるものをいう。）を添え

て、子育て支援センターに直接提出し、登録をしなければならない。

２ 利用者が託児を利用するに当たっては、利用予定日の３日前までに子育て

支援センターに直接申し込まなければならない。



３ 前項の規定により予約を受け付けた職員は、託児申込受付簿（別記様式第

２号）に記録し、申込順に定員まで受け付けるものとする。

４ 託児の利用は、利用者１人当たり週３回の利用を限度とする。

（職員配置）

第９条 町長又は委託を受けた社会福祉法人等は、前条の利用予約を受け付け

た場合は、託児を担当する保育士及びそれに準ずる者を配置するものとする。

（利用票の提出）

第１０条 利用者は、利用の際に子育て支援センターへ託児利用票（別記様式

第３号）を提出して、子どもを預けなければならない。

 （託児日誌）

第１１条 託児担当者は、託児の状況について託児日誌（別記様式第４号）に

記録しなければならない。

 （引取り）

第１２条 利用者は、学習活動等を終えた場合には速やかに子どもを引き取ら

なければならない。

 （その他）

第１３条 この要綱に定めるもののほか必要な事項は、町長が別に定める。

   附 則

 この要綱は、平成２７年５月１日から施行する。


